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地
権
者
多
と
県
、
か
補
償
協
定
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藤
田
地
権
者
会
長
と
役
員
が
出
席

福
島
空
港
・
椙
島
空
選
公
園
等
整
備
に
伴
う
損
失
補
償
に
関
す
る
協

定
書
調
印
式
が
、

2
月
幻
巴
(
木
)
午
前
9
時
か
ら
須
鑓
川
市
の
翠
光
苑

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
福
由
一
明
空
港
の
滑
走
路
長
一
二
千
メ
ー
ト
ル
級
化
に
対

応
す
る
た
め
の
公
園
用
地
等
買
収
用
地
仁
係
る
補
償
協
定
で
あ
り
、
玉

川
村
と
須
資
川
市
の
地
権
者
会
の
役
員
約
印
名
、
県
側
か
ら
佐
藤
知
事

や
関
係
職
員
、
立
会
人
と
し
て
謹
白
村
長
と
相
楽
須
麓
川
市
長
が
出
席

し
ま
し
た
。

知
事
と
ガ
ッ
チ
リ
握
手

菅
野
保
孝
県
空
港
建
設
事
務
所

長
か
ら
協
定
妥
結
に
至
る
ま
で
の

経
過
が
説
明
さ
れ
た
あ
と
、
補
償

協
定
書
へ
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
5
通
の
協
定
書
に
玉
川
村
地

権
者
会
の
藤
田
会
長
、
須
賀
川
市

地
権
者
会
の
樫
村
会
長
、
佐
藤
知

事
、
車
問
玉
川
村
長
、
相
楽
須
安

川
市
長
が
そ
れ
ぞ
れ
署
名
を
し
ま

し
た
。
署
名
後
、
佐
藤
知
事
と
両

地
権
者
会
長
が
ガ
ッ
チ
リ
と
握
手

を
交
わ
し
ま
し
た
。

佐
藤
知
事
が

「本
日
、
補
償
協

定
書
に
調
印
で
き
ま
し
た
こ
と
は

に
堪
え
ま
せ
ん
。
地
権
者
と

地
元
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
の
賜
で
あ
り
、
今
後
は
生
活

改
善
対
策
に
万
全
を
期
し
て
取
り

組
ん
で
行
き
ま
す
。
ま
た
、
ア
ク

セ
ス
道
路
の
整
備
も
進
め
て
福
島

空
港
が
う
つ
く
し
い
福
島
の
創
造

の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
今
後
と

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と

述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
地
権
者
を
代
表
し
て

須
賀
川
市
地
権
者
会
の
樫
村
会

長
、
相
楽
須
賀
川
市
長
、
車
問
玉

川
村
長
が
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

補

償

協

定

の

概

要

今
回
、
協
定
が
結
ば
れ
た
の
は
空
港
公
園
用
地
約
二
百

十
八
ひ
と
二
千
五
百
灯
滑
走
路
の
未
買
収
地

0
・
七
か
で

す
。土
地
の
貿
収
価
格
は
、

一
平
方
日
当
た
り

A
V
m
l
級
間
千
六
百
六
十
四
円

2
級

四

千

五

百
二
十

一
円

@
畑

1
級

三
千
四
百
九
十
八
円

2
級

三

千

三
百
五
十
五
円

@
山
林

・
原
野

・
雑
種
地

一
千
六
百
六
円

空
港
公
園
出
場
約
三
富
一
ニ
十
九
M

福
島
空
港
公
国
は
、
エ
ア
フ
ロ
ン
ト
エ
リ
ア

(十
九
・
四

。
)
、
緑
と
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
(
百
四
十
七
じ
)
、
フ
ラ
ワ

ー
ア
ー
ケ
ー
ド
エ
リ
ア

(
百
九
お
)
、
地
球
科
学
エ
リ
ア

(五
十
二
二一一
口
)の

4
つ
の

エ
リ
ア
が
整
備
さ
れ
ま
す
が
、

既
に
エ
ア
フ
ロ
ン
ト
エ
リ
ア
は
平
成
六
年
度
に
完
成
し
て

い
ま
す
。

今
回
取
得
さ
れ
る
土
地
は
、
そ
の
他
の
3
つ
の
エ
リ
ア

の
用
地
と
な
り
ま
す
。
玉
川
村
側
に
は
、

「地
球
と
科
学

エ
リ
ア
』
と
『
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ケ
ー
ド
エ
リ
ア
」
の

一
部

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成
ロ
年
度
ま
で
に

「地
球
科
学
エ
リ
ア
」
内
の
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

「地
球
科
学
エ
リ
ア
」
は
、

M

人
間
と
森
の
か
か
わ
り
が
に

つ
い
て
、

ぷ
林
と
遊
ぶ
u

な
ど
を
生
態
学
的
な
視
点
で
体
験

で
き
る
「
森
の
体
験
ゾ

I
ン
」
、
恐
竜
を
テ
i
マ
と
し
た
中

生
代
の
テ

i
マ
パ
ー
ク「
恐
竜
ゾ
l
ン
」
に
分
け
ら
れ
、

各

種
施
設
が
設
霞
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。
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玉川村地権者会役員にお礼を述べる佐藤知事
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審
は
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い

ま
す
。
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
詣

負
っ
た
ピ
カ
ビ
力
の
一
年
生
が
、

入
学
式
を
む
か
え
る
季
節
で
す
。

今
年
の
入
掌
児
童
は
、
昨
年
よ

り
叩
人
少
な
い
犯
人
で
す
。
名
前

が
も
れ
た
り
、
ま
ち
が
っ
て
い
る

場
合
に
は
村
教
喬
委
員
会
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
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氏
名
裕

太

保
護
者
名 夫友

小鈴駒車榊湯佐矢小
木久

林木根野校津間吹針

溝神宗小溝鈴小

木針森井山像林

也

典正 一千徳昌啓き
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夫人 美子雄徳策え

慶拓

忠太人樹駿介介

裕将 i肖祐宏貴

人人也篤史誠光晃

光浩今信新 主
朝仁
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玉
川
村
で
は
、
一
福
島
空
港
や
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ハ
イ
ウ
ェ
イ
な
ど
の

高
速
交
通
体
系
の
整
備
で
、
今
後
活
発
な
開
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
土
地
利
用
の
適
切
な
制
限
の
も
と
、
無
秩
序
な
市
街
地
や
乱
開
発

を
防
止
し
、
豊
か
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
の
整
備
と
秩
序
あ
る
都
市

空
間
が
形
成
さ
れ
た
村
づ
く
り
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

ご
れ
よ
り
4
口
に
わ
た
っ
て
シ
リ
ー
ズ
で
都
市
計
画
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
患
い
ま
す
。

村
に
と
っ
て
都
市
計
画
は

平成91:j:3月

平
成
5
年
2
月
に
県
知
事
か
ら

諮
問
を
受
け
た
県
都
市
計
画
地
方

審
議
会
は
検
討
を
進
め
た
と
こ
ろ

郡
山
を
中
心
と
す
る
県
中
地
域
閣

は
、
福
島
空
港
及
び
高
規
格
道
路

と
結
び
つ
い
た
一
体
的
都
市
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
と
、
ま
た
、
空
港

開
港
を
契
機
と
し
て
新
た
な
波
及

効
果
が
期
待
さ
れ
る
石
川
地
方
に

お
い
て
は
、
現
在
、
都
市
計
両
区

域
の
指
定
が
さ
れ
て
い
な
い
玉
川

村
と
平
田
村
、
さ
ら
に
石
川
町
東

部
と
浅
川
町
を
含
め
て
拡
大
を
図

る
石
川
都
市
計
画
区
域
に
す
べ
き

で
あ
る
と
知
事
に
答
申
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
村
は
高
速
交

通
時
代
の
進
農
に
マ
ッ
チ
し
た
良

好
な
環
境
と
ゆ
と
り
あ
る
都
市
空

広報たまかわ

問
を
生
か
し
た
新
し
い
村
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
県
や
関
係
町

村
と
協
議
、
調
整
を
図
り
な
が
ら

都
市
計
画
の
指
定
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
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拘
ぷ

矢円大阿野
手口

吹谷出部口森島野

大

{騎俊|窪太朔雅

母
畑
地
区
土
地
改
良
区
総
代
総
選
挙
の
第

3
選
挙
灰
(
仁
井
田
保
雄
選
挙
長
)
の
選
挙
は
、

2
月
ロ
日
と
日
日
の

2
日
間
に
立
候
補
届
出

の
受
付
を
行
い
ま
し
た
。
立
候
補
の
届
出
の

あ
っ
た
数
が
定
数
の
日
人
を
超
え
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

2
月
mw
日
午
前
9
時
か
ら
役
場
北
庁
舎
会

議
事
に
お
い
て
選
挙
会
が
行
わ
れ
、
立
候
補

届
出
の
あ
っ
た
者
が
全
て
被
選
挙
権
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
選
挙
立
会
人
の
も
と

確
認
さ
れ
、
候
補
者
全
員
の
当
選
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
当
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

氏
村森近飯榊小大小橋

内

清道三泰
名

夫郎行

枝針竹林本谷越

申
J(!.、義政要イ山

j青

52 58 54 58 48 54 58 61 63 50 45軍属
出
}II真

南蒜地
須敬
釜生区称

略

南岩
タ 須 j去タ
崎釜寺

一蔵介 j台晴

川

辺
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須
釜

樹平人誠平

兼 四松正{専
誠尚満
一郎

拐、

亥弘

i頼鈴石石慶大縫石大大関熊大
手D
森出野根谷野賀原野木

鈴小説項小
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人

あ
ゆ

香葵み人也裕輔也

良和直

忠雄保誠良
太
春郎

大関須関須
和 児
田根回根田

治一

美

昌 Ilr華

行治一仁明弘夫

谷木森森 J11野

舞

長健

千愛
佳
ひ
か
り悠

ま

み

ま
ゆ
み

麻

正 克光

広利夫栄

原谷原

和氏
名
古車

潤箆
宏勲 孝一喜
一名

コ次

里力達

香也仁

(
9
・3
・1
現
征
・
敬
称
略
)

村
選
挙
管
理
委
員
会
は
、

2
月
路
自
(
火
)
の
委

員
会
で
玉
川
村
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

調
整
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
調
整
さ
れ
た
名
簿

は
、
縦
覧
の
う
え
3
月
白
日
に
決
定
さ
れ
、
来
年
の

3
月
初
日
ま
で
据
え
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Lztl 育権者

男

川辺 146 247 235 482 

小高 236 343 308 651 

岩法寺 71 117 121 238 

竜崎| 111 187 189 376 

須釜; 244 359 371 730 

三ロ士ゴ 79 127 108 235 

山小屋 118 231 

四辻 83 136 119 255 

1.037 1.629 1.569 3.198 
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優
秀
選
手
• 

団
体
を
表
彰

村
体
育
協
会
(
会
長
・
渡
辺
助
次
郎
)
で
は
、

2
月
お
日
(
金
)
午
後
7
時
か

ら
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

2
階
農
研
室
に
お
い
て
、
平
成
8
年
度
中
に
ス
ポ

ー
ツ
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
個
人
5
名
と

2
団
体
に
表
彰
状
と
楯
を
授

与
し
て
功
績
を
讃
え
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
個
人
・
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

氏名・
代保表護者者名・

団体名
住所 主な成

1 優秀選手賞
3~ JII 校長 石川地区小体連陸上競技大会
第一小学校 水野岩雄 ベスト男子400mリレー決勝1位

2 優秀選手賞 小針和 主主 小針 ー 良日
石川地区小体連陸上競技大会
6年男子100m決勝1位

3 優秀選手賞 i蒜井 {rt也 小高船内雄i石川支部叩
(大会タイ記録)県中体連陸上大会3位

4 優秀選手賞 小針拓史 川辺小針 善 栄石川剣道連盟大会小学 6年生の
部値l人優勝

b 優秀選手賞 佐藤友哉 佐藤 憶夫 石川剣道連盟大会小学5年生の部
個人優勝

小針 i亙 小針保之
石川剣道連胆大会及び平田村-剣道
大会小学4年生以下の部個人優勝

7 優秀選手賞 玉)11 代表 石川剣道連盟大会及び平田村剣
少年剣友会 小針。周古 !道大会団体{夏ー勝

矢吹綾香
()II辺・量治)

矢吹知恵与
(蒜笠・隆)

平成9年3月

霊
浩則)

吉田
(/J¥高

小針桂輔
(申・良直)

広報たまかわ

奥野拓也
(岩法寺田恵)

スキーはγ 楽しいネH;ι

渡辺佳奈
(岩法寺・量光)

白川里実
(岩法寺・泰央)

6 

全
国
玉
川
悶
村
交

韮
川
村

，
工
業
状
況
を
川

埼
玉
県
玉
川
村
議
会
の
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
委
員

5
名
と
村
職

員
2
名
が
本
村
の
商
工
業
状
況
の
研
修
の
た
め
、

2
月
4
巴
(
火
)
仁
来

村
。
午
後
1
時
鈎
分
か
ら
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

2
階
の
農
研
室
で
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
ま
ず
本
村
議
会
の
一
高
林
議
長
、

矢
部
産
業
建
設
常
任
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
出
席

者
全
員
よ
り
自
己
紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。

渡辺室長から表彰状を受ける溝井印也君(泉中)砂

有霊

山
ス
キ
ト
必
勝

ス
キ
ー
を
通
じ
て
村
氏
相
互
の
親
睦
を

密
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
平
成
8
年

度
の
ス
キ

i
教
室
は
、
玉
川
ス
キ
l
ク
ラ

ブ
と
村
公
民
館
の
主
催
に
よ
り
2
月
2
日

(
日
)
猪
苗
代
町
の
磐
梯
国
際
ス
キ
l
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

教
室
に
は
、
村
内
の
小
学
生
な
ど
家
族

連
れ
別
名
が
参
加
し
て
午
前
6
時
お
分
に

役
場
前
を
大
型
パ
ス
で
出
発
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
ゲ
レ
ン
デ
で
、
カ
ラ

フ
ル
な
ス
キ
!
ウ
エ
ア
に
身
を
包
ん
だ
参

加
者
は
、
準
備
運
動
を
し
た
あ
と
実
技
講

習
を
受
け
ま
し
た
。
講
師
は
玉
川
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
員
叩
名
が
担
当
し
、
受
講
生
は
基

本
動
作
な
ど
熱
心
に
指
導
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

車田知穂
(竜崎・武実)

溝井佑太郎
(四辻新田-利一)

商
工
業
振
興
が
課
題

研
修
は
、
ま
ず
本
村
の
商
工

業
に
つ
い
て
村
企
画
財
政
課
の

丹
内
商
工
観
光
係
長
か
ら
商
工

業
の
現
状
を
説
明
。
続
い
て
車

田
村
商
工
会
事
務
局
長
か
ら
本

村
の
商
工
業
の
現
況
等
に
つ
い

て
細
か
な
説
明
が
行
わ
れ
た
あ

と
、
質
疑
応
答
が
活
発
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
出
席
さ
れ
た
埼
玉

県
玉
川
村
の
委
員
さ
ん
た
ち

は
、
「
と
の
研
修
で
得
た
こ
と
を

今
後
の
村
商
工
業
振
興
に
役
立

て
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

は
やい

実技講習は、午前中に2時間と午後に

1時間30分行われました。
ミ子どもたちは、スキークラブ員の指導

を受けると直ぐに滑れるようになりまし

TこQ
スキークラブ員も「三子どもたちは、上

達が早いですね。何でもミ子どものうちに

始めることがいいですね。jと話してい

ました。

練習中の参加者
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平成9年3月
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広報たまかわ

員諮氏
に200人

一何時
J
P同
制
南
須
釜
地
区
推
進
協

玉
川
村
青
少
年
育
成
村
長
会
議
市
須
釜
地
区
推
進
協
議

会
(
榊
校
晦
夫
会
長
)
主
催
の
第
日
回
純
飛
び
大
会
は
、
午

前
9
時
か
ら
玉
川
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
の
大
会
に
は
、
村
内
の
小
学
生
を
中
心
に
約
一
一
一

O
O名

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
む

縄
跳
び
大
会
の
前
に
、
全
日
本
な
わ
と
び
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
の
斎
藤
仁
氏
(
い
わ
き
市
)
を
講
師
に
縄
跳
び
の
跳
び

方
な
ど
の
基
本
的
な
動
作
や
連
続
跳
び
な
ど
の
講
習
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

総
合

V
に
小
林

誠
君
主
一
小
6
年
)

大
会
は
、
幼
稚
図
の
部
、
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、

高
校
生
以
上
の
部
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
総
合
の
部
で
は
、
小
林
誠
君
(
竜
崎
)
が
、

五
六
一
回
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

各
部
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

-
生
徒
の
部

マ
幼
祇
園
小
針
望
美

マ
小
学
1
年
真
弓
期
太

マ
小
学
2
年

塩

津

結

花

マ
小
学
3
年

須

藤

光

輝

行

v
小
学
4
年

塩

津

宏

7
ト
芋
3
ミ

令

ミ

手

て
ノ
ム
ゴ

tL4
長

ヰ

ヰ

マ
小
学
6
年

小

林

誠

マ
中
学
1
年
大
越
里
美

金
高
松
生
以
上
の
部

マ
お
歳
以
下

マ
ぬ
歳
以
下

マ
却
歳
以
下

マ
印
歳
以
上

品
物
総
合
の
部

優

勝

小

林

2

位

塩

坪

3
位

鈴

木

跡Ji青和
男-，~ 

ーお
吃担IL

j宰
寸、;1守宏誠

[!LJ 

fJLJ 

平成8年度第2白玉川村文化講演会は、第 1[Q)に引き続

き、講釈師の五代田一龍議貞花氏を講師に詔いて午後1時

から須主主公民館で開かれました。

f 歴史を彩った人々の長寿とくらしJと題して、虚史上
の人物を引き合いに長生きのコツや暮らしの知恵を話され

ました。ユーモアたっぷりの口調に、高齢者を中山に200

人の聴講者で満員の会場は、笑いの渦と化しでいました。

なお、貞花師匠は、前回に続いて社会揺社資金として村

社会福祉協議会に寄付金を贈りました。

8 

窟児桃の節句のこの臼にすがま鈎稚関(伊藤政憲園長

64名)では、ひなまつりの会が行われました。
信分たちが造ったそれぞれの雛人形をステージ、に飾りつ

け、その前に園児がお雛様、お内裏様などに扮してポーズ。

とのお役目は、さきに行われたイス取りゲームで勝ち残っ

た圏!月が担当。

終わりに全員で手作りのクレーブのおやつを食べてひな

まつりのお祝いをしました。

福富空港ピル内で営業している業者でつくる組織「福島

空港テナント会jでは、さきに行われた空港感謝祭?がらく

た市Jの収益金の一部12万円を村社会福祉協議会に寄付。
遠藤一感謝祭実行委員長、笹jE茂夫テナント会会長(福富
エアポートサーとス活長)らテナント会の役員が村役場を

訪れ[橿祉活動にお役立てくださいJと村社会撞祉協議会長
の車田村長に手渡しましたの

村
公
民
館
の
イ
ン
ヂ
ィ
ア
カ
教
室

は
、
村
氏
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
は
南
米
で
生
ま
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
併
せ
た
よ
う
な
競
技
で
す
。

講
師
か
ら
ル
!
ル
の
説
明
を
受
け
た

あ
と
、
試
合
形
式
で
基
礎
技
術
を
学
び

ま
し
た
。
同
教
室
は
、
玉
川
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー
で
も
行
わ
れ
参
加
者
は
心

地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

南
太
平
洋
の
パ
ラ
オ
共
和
問
の
大
統
領
ク
ニ
オ
日
ナ
カ

ム
ラ
氏
(
お
)
が
中
日
本
エ
ア
ラ
イ
ン
の
フ
ォ
ッ
カ
l
関

で
午
後
1
時
に
福
島
空
港
に
到
着
し
ま
し
た
。
到
着
後
、

有
料
待
合
室
で
空
港
関
係
者
等
の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
口

大
統
践
は
、
こ
れ
ま
で
に

7
度
、
日
本
を
訪
れ
て
お
り

〈
い
ず
れ
も
非
公
式
訪
問
)
、
今
関
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
観

光
旅
行
で
来
日
し
ま
し
た
り

ナ
カ
ム
ラ
大
統
領
は
、
日
系
2
世
(
父
親
が
日
本
人
)
で

ハ
ワ
イ
大
学
を
卒
業
。
パ
ラ
オ
高
校
の
教
的
の
の
ち
、
パ

ヲ
オ
上
院
議
員
、
副
大
統
領
を
経
て
1
9
9

大
統
領
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

平成9年3月広報たまかわ

諸島空港発着の日本航空3路線(大阪・沖縄・帯匹)の利用
者が、 25臼午前の沖縄便で100万人を突破、これを記念

して、建島空港歩一三ナルビんでセし宅三ーが行われまし

Tこ。
ちょうど100万人自の賠薬害は、石川釘の渡辺皆、喜さん

(70) =母間温泉ホテルハ嬬塵会長コ=で、渡辺さんには花
束と記念品が贈られました。渡辺さんは、保護司活動IJJ労
蓄として法務大臣表誌を受章して、そのお祝いに社員()¥ 

播麗親睦会)からプレゼン卜された旅行での出来事となり

ましたc

渡辺さんに記念品

9 



平成9年3月広報たまかわ

号地
面積

金額(円)
m2 坪
283.18 85.66 9.549，000 

2 302.84 91.60 9，235，000 

3 308.26 93.24 9.400.000 

5 308.88 93.43 9守872.000

26 375.98 113.73 10.142.000 

28 298.63 90.33 9，632.000 

35 304.44 92.09 8，927.000 

36 349.69 105.78 9，843，000 

37 285.32 86.30 8，282.000 

38 275.85 83.44 8，897.000 

39 287.63 87.00 9町193，000

40 304.85 92.21 8，760，000 

41 304.25 92.03 8.743，000 

42 326.82 98.86 9.487.000 

43 307.04 92.87 9，003，000 

福島県住宅供給公社では、平成9年度の募集を次のとおり実
施いたします。
。襲集戸数

。申込受付期間

宅地分譲15区画

平成9年4月18日(金)から
どl月23日(水)まで
玉川村役場企画財政課岱0247(57)4629

午前10時~午後4時 (土・日は休み)
平成9年4月25日(宣)午前10時
玉川村就業改善センター

分譲済

。受信場所・時関

。簡選己時・場所

自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
現
在
に
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る

に
円
安
録
し
て
い
る
)
点
に
対
し
て
、

5
月
白
日
を
納
期
限
と
し
て
課
税
さ
れ
ま

す
。
(
今
年
は
、
5
月
況
日
と
6
月
1
日
が
土
曜
日
と
口
曜
日
に
な
っ
て
い
る

た
め
、

6
月
2
H
が
納
期
限
に
な
り
ま
す
。
)

納
税
通
知
書
は
、

5
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
身
体
障
害
者
や
精
神
障
害
者
の
方
が
利
用
す
る
自
動
半
で
、
二
足
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
白
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
該
中

す
る
方
は
、
次
の
書
類
を
添
え
て
、
5
月
初
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
減
免
申
請
書

(
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
に
あ
り
ま
す
。
)

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳

運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証

自
動
車
検
査
証
(
車
検
証
)

家
族
の
方
が
運
転
す
る
場
合
に
は
、
身
体
障
存
者
等

の
た
め
に
運
転
す
る
旨
の
証
明
書

納
税
義
務
者
(
障
害
者
等
)
の
印
鑑

本
年

4
月
か
ら
、
妊
産
婦
・
乳

児
健
診
、

3
歳
児
健
診
、
一
般
的

な
栄
養
指
導
な
ど
母
子
保
健
、
栄

養
改
善
事
業
の
一
部
に
つ
い
て
、

実
施
主
体
が
県
(
保
健
所
)
か
ら
市

町
村
へ
移
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
域
保
健
の
枠
組
み

が
抜
本
的
に
改
正
さ
れ
、
国
、
都

道
府
県
、
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
に

ふ
さ
わ
し
い
役
割
を
分
担
す
る
こ

と
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
町
村
は
住

民
に
身
近
で
利
用
頻
度
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
、
県
(
保
健
所
)
は
そ
の

所
管
区
域
を
再
編
の
う
え
、
広
域

的
、
専
門
的
、
技
術
的
な
業
務
を

そ
れ
ぞ
れ
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

県
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

1 2 3 4 5 6 

平成9年3月

女
期
間
平
成
9
年
4
月
初
日
1
回
目

女一ア
l
マ
幻
旺
紀
に
向
け
て
自
分
ら
し
い
生
き
方
が
で
き
る
社
会
を
創
ろ
う

寅
升
い
い
か
未
来
へ
の
ア
ク
セ
ス
パ
ス
ワ
ー
ド
は
「
個
性
」

第
羽
田
「
婦
人
週
間
」
は
、
男
女
双
方
が
理
解
し
、
協
力
し
あ
い
、
共
に
自

分
ら
し
い
床
し
き
方
を
実
現
で
き
る
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
努
力
す
る
こ
と

を
毘
擦
と
し
て
実
施
し
ま
す
c

広報たまかわ

〈
労
働
省
福
曲
目
婦
人
少
年
室
〉

由選118号ささ須翼川市

ハU

3
月
初
日
(
日
)

午
前
9
時
1
午
後
5
時

福
島
空
港
タ

i
ミ
ナ
ル

ピ
ル
内
外

福
島
小
空
港
開
港
4
周
年

記
念
春
の
雫
港
ま
つ
り

実
行
委
員
会

麟
主
な
イ
ベ
ン
ト

大
大
空
か
ら
確
か
め
よ
う

中
日
本
エ
ア
ラ
イ
ン
の
ブ

オ

ツ

カ

l
切
で
遊
覧
飛
行

盤
日
時

審
場
所

額
主
催

(
ム
白
名
)

大
シ
ョ

i
タ
イ
ム

-
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ
ョ

i

.
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
シ
ョ

1

.
フ
ォ
ー
ク
シ
ョ
ー

ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
競

技
会

大
ミ
ニ
四
駆
競
技
会

大
ス
ト
リ
ー
ト
バ
ス
ケ
ッ
ト
大
会

食
飲
食
コ
ー
ナ
ー

食
物
販
コ
ー
ナ
ー

大
飛
行
場
場
周
パ
ス
の
運
行

大
展
望
デ
ッ
キ
の
無
料
開
放

大
G
O
G
O
ド
l
リ
l

そ
の
他
楽
し
き
盛
り
沢
山
だ
ヨ
、

初
日
は
家
族
揃
っ
て
福
島
空
港
へ
。

次
の
お
人
で
し
た
。

1
月
包
巴
の
献
血
者
は
、

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

(
株
)
(
吃
人
)

石

井

康

広

沖

田

伸

夫

小

原

幸

春

添

田

安

夫

真
野
日
孝
義

渡
辺
さ
な
え

石
井

大
川
内
忠
雄

小
原
ミ
ヤ
子

関

根

恵

津

藤
田
二
三
男

国

徳

次

参
玉
川
村
役
場
(
同
人
)

石
井
春
美
(
い
ず
み
保
育
所
)

石
井
春
美
(
村
役
場
)
山
行

谷

勝

雄

小

針

武

彦

小

針

達

夫

小

針

敏

子

塩

津

理

博

塩

田

敦

塩

田

敬

毘

谷

さ

と

み

永

林

し

の

ぶ

野

崎

敦

子

野

崎

智

之

増

子

広

行

谷

地

子

部

玄

の
〈
王
国
交
通
安
全
運
動
は
、

ま
で
の
刊
日
間
で
す
。

あ
な
た
の
愛

(
敬
称
略
)

4
月
6

(
日
)
;
同
日
(
山
〈
)
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事
業
主
の
皆
さ
ん
へ5

月
初
日
(
火
)
ま
で
に

平
成
9
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更
新
を
す
る
時
期
が
ま
い
り
ま
し

た。
4
月
初
め
に
福
島
労
働
基
準
局
ま
た
は
福
島
県
雇
用
保
険
課
か
ら
送

付
さ
れ
る
申
告
書
と
記
入
要
領
を
よ
く
お
読
み
い
た
だ
い
て
5
月
初
日

ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
労
働
基
準
監
督
署
、
福
島
労

働
基
準
局
ま
た
は
福
島
県
雇
用
保
険
課
に
お
い
て
手
続
き
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

4
月

1
Hよ
り
申
告
期
限
等
は
次
表
の
と

お
り
改
定
に
な
り
ま
し
た
。

納延

で FE二i1 二

さ 改

保険料額る

JUJ 
F人」とー一、

限
事

l員

18 
j5 J 

)I すj保険2ま丞ZJ刀五Pl 、
15 

場合σは〉 4/I I(J ) l が

月 改

万F刀91、車Hf険はイlー lこ
20 足rゐ旬ミ、
I1 
内

2万iリ0のど
百空ずτ、

巳ちら
か

NTTかうのお知らせ

電話の移転はお早めに

3円から4月は人事異動その他住居

の移転が多く窓口が大変混み合います。

輿動が決まったら、直ちに簡蓄なしの

r 116番jでの手続きをお済ませ下さい。
116番が混み合うときは、お手数でも

りのNTT窓口へ足をお運び下さい。

争電話料金は便利なむ産振替をお勧め

いたします。

また、請求書をご持参いただければ、

「コンビニエンスストアJでも24時間取
り扱っておりますc

村

就

業

改

善

セ
ン
タ
ー
2
階

平成9a=慶固定議産課税台壊の
縦覧を)欠のとおり行います。

なお、縦覧のできる万は、本人力、

委{壬状をお持ちの方に限ります。

争期間 4月1日(火)"'21日(月)
(土-臼は賂く)

午龍8時30分~午後日寺

11村役場税務課

際審怒怒懇親

村
公
民
館
で
は
、
こ
の
た
び
園
書
室
を
明
る
く
、
使
い
や
す
い

イ
メ
ー
ジ
に
室
内
を
模
様
換
え
し
ま
し
た
c

ま
た
、
新
書
は
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー
ー
階
の
ロ
ビ

l
の
書
棚
に
配
置
し
て
お
り
ま
す
c

新
書
の
ご
要
望
を

自
分
が
読
み
た
い
本
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
公
民
館
に
要
望
し

て
く
だ
さ
い
c

返
し
忘
れ
の
本
が

あ
り
ま
せ
ん
か

凶
書
室
か
ら
借
り
て
い
る
本

を
返
し
忘
れ
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
せ
ん
か
c
気
づ
い
た
ら
速
や

か
に
図
書
室
に
一
決
し
て
下
さ
い
c
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問

所

争目寺

番多場

トステム福皇制

福富富士側

玉 }II村役場
{采

昌国の健康ごよみ

-・場所血...• 献

調4月

11日(金)

玉川村役場への電話は昨年5月から各諜と謹接通

話ができるタイヤルインになっています。ご用件の

ある場合は、ダイヤルインをご利用ください。

(57)4628 

(57)4629 

(57)4630 

水道課 (57)4631

公民館 (57)4632

教宵委員会 (57)4633 

理人室 (57)3449

(役場総務課より)

農業委員会

企画財政課

(57)4621 

(57)4622 

(57)4623 

(57)4624 

(57)4625 

(57)4626 

(57)4627 

課

課

課

課

室

課

課

務

務

健

民

九
{
メ
引
仏

2
2
5
1
H
 

治
川
究
宗
主

i
1
1
1
 

.保

. /.奈

広ス
ムど

采

戸之
ふく

.1采

3----4ヶ月兇鍵診

午後1時----1時30分

17BC木)ポリオ予防接種・・

午後 1 時~1 時30分

21日(月)磯能訓練

午前10時~午後3時

23日(水) ポリオ予防接種・・・・・・・

午後 1 時~1 時 15分

24日(木) 3才児健診

午後 1 時~1 B寺30分

須釜公民館i長{采:保健tンター
:受f寸時間

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきましたc

厚く御礼申し i二げますυ

ぷピ

. f_LJ/J、屋の石森仰sj{ ーさんから 21:iPJ 
• lff fl;: "i!Pの{!E久/!fJ-VJさんから llJPJ 
0;汀辺の夫諸説さんから 3刀下j

e戸fの大111f1l勝利ざんから 3万円

" :/1と却をの犬l比fI(:f. .さんから 2，み7]ヴAγf川ワ
.;刀Ih辺辺のm野;Ift;:}久夫さんF沙か3が冶ら 3λ々/1川ザ

.1巾子戸Iの〈イI¥j;f命主ヂF灼J{[さんJ沙づ少ミら 2万J円マ
@ 古郁i百f，局3全台
.ソ必/此1詑と牟尻庇よJ'[υf芯't:;臼とE臼J湖淵17ft.初j任J沙3小￥ら品掠TtIf翫:活f助訪i資守7金2食PとL て 2万/円ザ
⑧弟第，-5 I仰f吋すづチ井ヤリテデ三乏釘立釘'[奈奈2芸'fli搭左の袋い3芳l{{i安JJ会より 21JPJ 

f手引f全信f.Lf脇話会j

お誕生おめでとうございま?っ
(2月届出分)

保護者名

和彦

)@( 

正目立

誠

誠

手口 彦

出3::見氏名

大木尭)~

永瀬雄

石森

大竹

鈴木

rr~ ;J'二

点~~ JI [ 

地区

l干I

岩法寺

?な IIJ奇

南須築

7，637人(-1) 

1，728戸(-3)

3，739人(十2)

村のようす

轡

季五

争

率

歌
愁
短
歌
会
玉
則
支
部
詠
草
集

出
発
の
鐘
に
令
わ
せ
て
駆
け
つ
け
て
下
リ
の
列
車
に
飛
び
乗
る
少
女

横
文
字
に
老
眼
鏡
を
押
さ
え
つ
つ
脳
の
引
き
出
し
あ
ち
こ
ち
技
す

晦
い
も
あ
れ
ど
生
の
証
を
残
せ
る
よ
う
、
そ
ん
な
女
に
私
も
な
リ
た
い

去
リ
し
人
に
記
は
い
た
む
抑
ぎ
見
る
月
起
々
と
冴
ゆ
る
ば
か
り
に

白
菊
を
活
け
し
仏
関
の
窓
繰
れ
ば
寂
リ
残
さ
れ
し
風
鈴
の
者

暴
風
の
ず
曲
面
見
る
度
思
い
虫
す
挺
、
荒
天
に
苦
し
み
し
日
日

日
だ
ま
り
に
咲
き
虫
で
て
お
り
福
寿
草
の
黄
は
早
春
の
譜
を
歌
い
お
り

春
雪
は
半
日
の
日
に
消
え
去
リ
て
杉
の
噌
}
ず
え
も
姿
勢
を
な
お
す

明
烏
の
鳴
き
渡
り
、
ゆ
く
阿
武
隈
の
川
岸
を
照
ら
す
よ
弦
の
月

3，898人(-3)村
公
民
舘

(2月届出分)

倖齢世帯主名

88 義-
95 ク¥. :}ミ
ω ハナ子
78 男

76 昭一一

80 }]9J 利
61 1m良お一一

地区死亡者氏名

JI[ 辺矢部リツ
聖子 IIJ奇ツジ

仁Ict 小針英勇
岩法寺佐久間アキ

北須釜矢吹スイ

古 大和田

山小屋王[森マス子

今
月
の
納
税

自
民
年
金
保
験
料

3
月
ハ
刀

{
納
期
限
は
3
月
行
臼
(
伺
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
〕

-ぺ針
諏
訪
イ
セ
子

吉

田

英

祐

溝
井
は
な
よ

小

針

守

次

真

弓

は

ん

吉

田

サ

ヨ

小

針

登

里
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-
勤
務
時
期
と
担
当
教
科
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

「昭
和
位
年
か
ら
必
年
3
月
ま
で

で
す
。
教
科
は
音
楽
で
し
た
り
教

員
数
の
関
係
で
英
語
も
担
当
し
ま

し
た
が
免
外
教
科
で
十
分
な
指
導

が
で
き
な
く
て
大
変
背
労
し
ま
し

た
己
ー
生
徒
の
印
象
は
ど
う
で
し
た

か
。

「新
任
教
師
で
し
た
の
で
友
達
の

よ
う
な
気
分
で
生
徒
た
ち
の
中
に

い
つ
も
い
ま
し
た
。
わ
か
ら
な
い

土
地
の
言
葉
を
教
え
て
く
れ
た
り

昼
休
み
に
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
遊
ん

だ
り
、
日
を
輝
か
せ
た
や
さ
し
い

素
直
な
子
供
ら
し
い
生
徒
ば
か
り

だ
っ
た
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
」

いわき市植田町出勢。茨城大学卒。
須釜中掌校に新任教師として赴任。
3年間の教員生活の後、結婚により退
職。教員生活が須釜中掌校だけだっ
たことから印象的であり「須葺中での
教部生活がその後の大きな力となっ
て麦えられましたJとも。趣昧はコー
ラスにパッチワーク。特授はフラワー
アレンジメント。家族は夫、実母、 3
人のそ子供。神奈川県大和市在住。

ー
思
い
出
深
い
出
来
事
を
い
く
つ

か
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

「結
婚
退
職
し
ま
し
た
の
で
教
師

生
活
は
須
設
中
だ
け
で
し
た
。
そ

の
せ
い
も
あ
っ
て
思
い
出
は
沢
山

あ
り
ま
す
。
2
年
院
に
初
め
て
中

一
の
担
任
を
し
た
時
の
嬉
し
さ
、

楽
し
さ
。
校
内
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
で
私
も
パ

ッ
ト
を
振
っ
た
こ

と
、
鶴
ヶ
城
へ
の
パ
ス
の
旅
、

当

時
流
行
し
て
い
た
ブ
ル
l
コ
メ
ツ

ツ
の
ブ
ル
l
シ
ャ
ト
ウ
と
い
う
曲

を
楽
部
で
演
奏
し
て
他
の
ク
ラ
ス

に
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
な
ど
い
ろ

い
ろ
と
思
い
出
さ
れ
ま
す
。」

!
地
毘
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
で

シリーズ「たまかわの俗地名」
したんじよ

『下上J等の由来(山小屋)

昔
の
庄
屋
で
あ
る
我
妻
勝
雄
さ

ん
宅
は
俗
に
表
(
お
も
て
)
と
呼
ば

れ
て
お
り
、
こ
こ
を
中
心
と
し
て
、

そ
の
方
向
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
な
俗

称
が
つ
い
て
い
ま
す
。

庄
屋
様
宅
の
裏

の
石
森
栄
吉
さ

ん
宅
を
「
後
(
う
し
ろ
と
、
下
に
あ

る
荷
森
正
男
さ
ん
宅
を
「
下
上
(
し

た
ん
じ
よ
う
)
」
、
石
森
藤
男
さ
ん

宅
と
我
妻
利
夫
さ
ん
宅
は
庄
屋
様

の
屋
敷

の

外

に

出

て

い

た

の

で

「
外
出
(
そ
と
で
ご
と
呼
ば
れ
て
い

ま

す
。
ま
た
、
私
の
家
と
石
森
富

大喜

橋E
ーひ
旧一}
姓尋日

宮禿

号生

印
象
的
な
こ
と
は
?

「当
時
2
階
の
部
屋
を
借
り
て
い

た
小
山
間
さ
ん
宅
の
階
下
で
蚕
を

例
っ
て
い
た
り
、
タ
バ
コ
の
紫
が

胞
先
に
干
し
で
あ

っ
た
り
し
て
、

身
近
に
須
釜
の
生
産
物
を
手
伝
う

子
供
述
や
働
き
者
の
御
父
兄
巡
の

姿
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

が
印
象
的
で
し
た
。」

ー
現
在
の
玉
川
村
の
現
況
を
ど
の

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。

「空
港
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
時

は
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
当
時
か

ら
は
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
。
新
し
い
中
学
校
が
で
き
、
車

で
訪
ね
ま
し
た
時
、
成
る
枚
、
す

ご
い
、

当
然
か
も
と
玉
川
村
の
発

展
に
驚
き
、
う
な
ず
き
ま
し
た
」

夫
さ
ん
宅
は
、
庄
屋
様
宅
か
ら
外

の

方

角

に

位

障

す

る

こ

と

か

ら

「
外
方
(
そ
と
か
た
こ
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

余
談
で
す
が
私
は
戸
籍
上
は
「
コ

ト
」
と
い
う
名
前
で
す
が
、
「
久
子
」

で
な
い
と
分
か
ら
な
い
人
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
「
久
子
」
で
役
所
に
届

け
た
の
が
手
違
い
か
ら
「
コ
ト
」
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
私

自

身
も
俗
称
じ
ゃ
な
い

で
す
が
、
通

称
で
呼
ば
れ
る
の
が
多
い
で
す
。

(
石
森
久
子
)

心に残る
我がふるさと

fでかくなった故銀出

東京都品川区

有賀五郎さん

(南須釜出身・有賀隆幸さんの叔父)

「
こ
こ
は
初
だ
っ
ぺ
」
平
成
8

年
8
月
、
磐
越
道
を
走
行
中
、
歩

道
橋
に
か
け
た
制
限
速
度
を
知
ら

せ
る
横
断
幕
に
書
か
れ
た
も
の
で

し
た
。
私
は
反
射
的
に
ブ
レ
ー
キ

ペ
ダ
ル
を
ち
ょ
っ
と
だ
け
踏
み
、
ま

だ
実
直
な
ん
だ
と
自
己
評
価
、
若

返
っ
た
気
分
で
あ
り
ま
し
た
。

開
発
と
自
然
の
調
和
は
、
今
後

も
大
き
な
課
題
な
の
で
し
ょ
う
が

素
晴
ら
し
い
道
路
が
出
来
、
お
陰

で
ふ
る
さ
と
福
島
を
快
適
に
ド
ラ

イ
ブ
し
な
が
ら
、
少
年
の
頃
に
思

い
も
つ
か
な
か
っ
た
風
景
を
楽
し

み
複
雑
な
気
分
の

6
日
間
の
ふ
る

さ
と
観
光
で
し
た
。

そ
の

2
ヶ
月
前
の
6
月

2
日、

私
は
東
京
玉
川
会
に
入
会
、
初
め

て
総
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
会
の

趣
旨
、
活
動
内
容
も
知
ら
な
い
で

参
加
し
ま
し
た
が
、
会
の
執
行
役

員
、
村
長
、
役
場
の
職
員
、
会
員

の
皆
さ
ん
か
ら
、
村
の
福
祉
、
農

産
業
の
活
性
を
促
進
す
る
「
ふ
る

さ
と
玉
川
」
を
思
う
心
意
気
を
感

じ
、
自
分
は
ふ
る
さ
と
不
孝
者
と

思
い
知
り
ま
し
た
。

立
派
な
も
の
な
ど
何
も
無
い
村

で
生
ま
れ
育
っ
た
と
若
い
頃
思
っ

て
居
り
ま
し
た
が
、
「
さ
れ
ど
故

郷
」
を
実
感
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ω余
年
前
、
日
歳
の
少
年
の
行

動
範
囲
は
ほ
ん
の
少
し
で
し
た
。

ふ
る
さ
と
を
も
っ
と
識
り
た
い
、
観

た
い
、
そ
ん
な
今
日
こ
の
頃
で
す
。

ち
ょ
っ
と
脱
線
し
ま
す
が
、
生
徒

の
頃
、
教
え
を
受
け
た
先
輩
や
先

生
の
恩
に
感
謝
を
し
、
し
み
じ
み

と
讃
え
歌
う
「
仰
げ
ば
尊
し
」
の

詩
を
、
玉
川
村
と

一
体
の
ふ
る
さ

と
と
大
切
に
し
な
が
ら
、
も
う
す

ぐ
還
暦
と
な
り
ま
す
。
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